










































































































5 日目 日本のファッション 染物体験（落合二葉苑）
表 2 　2016 年度研修後調査
　　　　　実施





























































































































４．2017 年度 JALC 実施と事後アンケート




















～ 2016 年度 2017 年度
参加者 学内募集 学内留学生サポートグループ nextの学生
サポート時間 午後の課外活動（1回） 午前の授業＋午後の課外授業（複数回）

























































①サポート学生：10 名 Q 1サポートの説明はわかりやすかったですか
Q 2 授業ではどのようなサポートや活動をしましたか
Q 3サポートでうまくできたことは何ですか
Q 4サポートで大変だったことは何ですか
Q 5 午前の授業のサポートは必要だと思いますか
　→はい：90％・いいえ：10％
②留学生：9名 Q 1サポ―ト学生の話す日本語は理解できましたか
Q 2サポート学生の支援は日本語学習の役に立ちましたか
Q 3サポート学生との交流に満足しましたか
Q 4サポート学生にどんなことを手伝ってもらいましたか
Q 5 交流でしてみたいことや必要な支援はありますか
③教員：9名 Q 1サポート学生は必要ですか
Q 2サポート学生に求めるものは何ですか
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必要だと考えている学生がほとんどだったというこ
とに驚いた。「参加する必要はない」と答えた学生（１
名）は「あまり頼られることもなく、留学生だけで
やっていけそうだった」という留学生の立場から答
えていた。
⑵　留学生のアンケート
Q 1「サポ―ト学生の話す日本語は理解できまし
たか」ではすべての留学生が「理解できた」と答え
ており、Q 2「サポート学生の支援は日本語学習の
役に立ちましたか」という質問でも全ての留学生
が「役に立った」と答えていた。サポート学生が工
夫して日本語のサポートをしていたことがこの結果
につながっていると考えられる。サポートの内容
（Q 4）は「わからない言葉を教えてくれた」「わか
らないことや知りたいことを説明してくれた」とい
う答えが多かった。また、すべての留学生が「サポー
ト学生との交流に満足している」（Q 3）と答えおり、
サポート、交流ともに新プログラムが有効だったと
いうことがわかる。
3　教員のアンケート
Q 1「サポート学生は必要ですか」では指導にあ
たった全ての教員が「サポート学生が必要だ」と答
えていた。理由として「日本語がおぼつかない学生
のフォローのため」「教師の指示の補足のため」「同
じ学生であるため、話しやすい、日本語で会話がで
きる」「グループワークのサポートをしてもらえた」
などが挙げられていた。授業中、留学生が教員の指
示がよくわからない時は、教員に再度たずねるので
はなく、サポート学生に質問する留学生が目立った
と言う感想を教員から多く聞いた。留学生は、教員
よりサポート学生の方が質問しやすかったようだ。
わからないことをそのままにせず、サポート学生に
質問などをすることで授業内容の理解が進んだので
はないか。また、質問することによって日本語に多
く触れ、さらに交流が深まったのではないかと考
えられる。Q 2「サポート学生に求めるものは何で
すか」では、今回のサポート学生のような「留学生
のことを留学生の立場から考えられるサポーターを
希望する」というコメントもあり、サポート学生に
対する高い評価が目立った。このことから、教員に
とってもサポートが効果的に機能していたことがわ
かる。
５．まとめ
今回の研修を通して、サポート学生の参加を効果
的なものにするための支援には以下の点が必要だと
いうことがわかった。まず、サポート学生の立場に
なって考えることである。日本人学部生に事前アン
ケートやインタビューをしてみると、運営側が「た
いしたことないだろう」と思っていることを実は不
安に感じていることがわかってきた。できること、
できないことをあらかじめ聞き、サポート学生の不
安を取り除き、ストレスなくサポートできるような
支援をする必要があると感じた。異文化交流、異文
化理解というと、大きく構えてしまいがちだが、留
学生も、学部生ももっとお互いにシンプルに「仲良
くなりたい」という気持ちからはじまっている。よ
り良い関係を作るためにはどうしたらいいのか、関
わる時間を増やしたり、サポート学生の人数を増や
したり、ちょっとした工夫でお互いがより親しくな
れることがわかった。次に、サポート学生だけでな
く教員にも「何を、どのように」を丁寧に伝えるこ
とである。言わなくてもわかるだろう、という考え
は捨て、些細なことでも丁寧に時間をとって説明す
ることが研修を滞りなく進めるカギとなることがわ
かった。最後に、留学生、サポート学生どちらにとっ
ても異文化理解となるような活動や研修を提供する
ことである。研修を通して日本文化を知るというこ
とは、留学生はもちろん、日本人学生にとっても自
国を知る良い機会になっている。教室外活動の引率
だけでなく、午前の授業にも参加することで、日本
人学部生も自国について、留学生の国について知る
ことができる。このように留学生、サポート学生ど
ちらにとっても異文化理解が深まるような授業、サ
ポート、活動を取り入れていきたい。午前、午後を
通しての一日サポートや、教員との連携、異文化理
解や異文化交流はサポート学生にとっても短期研修
でしか経験できない活動だといえる。サポート参加
をした学生の実践報告を行う機会や、経験を生かし
た交流を持つ機会を与えることができれば、他の学
生の異文化理解や異文化交流の助けになるのではな
いかと考える。
それぞれの立場からの意見を聞き、それを反映し
た小さな工夫や改定で、プログラムに関わる日本人
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短期語学研修プログラムにおける日本人学部生の留学生サポートの実践
学部生、留学生、教員すべてがストレスなく研修に
参加することができた。今後はサポート学生の人数
を増やし、学内の異文化交流や異文化理解の機会を
広げていきたい。同じ場所、時間、学習を共有する
ことで、留学生、日本人学部生双方が効果的に異文
化交流、異文化理解できる研修にしていくことが運
営側の役割だと考える。
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